
業務棚卸評価シート 1/8

25年度 26年度 27年度 63,212 63,212 73,102 73,102

1 総
社会教育講座
の開催

現代的課題等に
関する情報の共
有、知識の普及
を図り、課題解
決のための学習
機会を提供する

市民

定
例
定
型

講座開催数 年３回 年３回 年３回 80
講座開催
数年２回

講座は３回企画した
が、１回は参加者が集
まらず実施できなかっ
た。

Ｃ 200

業
務
計
画

なし 可
講座の共同開
催が可能。

未 高 高 高 拡大
維
持

1
社会教育講座
の開催

社会教育講座・
講演会の開催及
び庶務

講座開催数 年３回
年２回
（延68人）

80
社会教育講座の
開催及び庶務

講座開催数 年３回 200

業
務
計
画

維
持

1
社会教育講座
の開催

寒川町と連携し
て開催する社会
教育講座につい
ての検討会議

会議の回数 年４回

業
務
計
画

維
持

2 総
社会教育課事
業のまとめ誌
の発行

課内事業の成果
を記録し、以後
の参考にする

職員、
県内市
町村、
希望す
る市民

定
例
定
型

発行回数 年１回 年１回 年１回
発行回数
年１回

社会教育課事業を記録
保存し、市民にも情報
提供ができた。また、
次年度の事業に繫げる
ことができた。

Ａ なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

2
社会教育課事
業のまとめ誌
の発行

社会教育課事業
のまとめ誌の発
行

発行部数 ３２０部 ３２０部
社会教育課事業
のまとめ誌の発
行

発行部数 ３２０部

予
算
な
し

3 総
社会教育委員
に関する事務

市の社会教育行
政について意見
具申、社会教育
に関する諸計画
立案等を行う

社会教
育委員

定
例
定
型

会議回数 定例会５回 定例会５回 定例会５回 700
定例会開
催年５回

定例会を年５回、臨時
会を年３回開催し、本
市の社会教育に寄与す
ることができた。

Ａ 950 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

3
社会教育委員
に関する事務

社会教育委員会
議の開催

委員会開催回
数

定例会
年５回
臨時会
年２回

定例会
年５回
臨時会
年３回

560
社会教育委員会
議の開催

委員会開催回
数

定例会年５
回
臨時会年２
階

630
維
持

3
社会教育委員
に関する事務

研修会等への参
加

研修会参加回
数

年４回 年１０回 140
研修会等への参
加

研修会参加回
数

年４回 320
維
持

4 総
社会教育関係
団体への支援

社会教育関係団
体の指導育成を
図り、その活動
を支援する

社会教
育関係
団体

定
例
定
型

支払時期 ５月 ５月 ５月 208 ６月

補助金の交付は６月に
なったが、研修の実施
や会議への出席で団体
への支援はできた。

Ａ 208 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

4
社会教育関係
団体への支援

茅ヶ崎市ＰＴＡ
連絡協議会への
支援

補助金の支出
時期

平成２５年
５月

平成２５年
５月

92
茅ヶ崎市PTA連絡
協議会への支援

補助金の支出
時期

平成２６年
６月

92
維
持

4
社会教育関係
団体への支援

茅ヶ崎市ＰＴＡ
連絡協議会定例
会・懇談会への
出席

出席回数 １２回 １３回
茅ヶ崎市PTA連絡
協議会定例会・
懇談会への出席

出席回数 １１回
維
持

4
社会教育関係
団体への支援

茅ヶ崎市地域婦
人団体連絡協議
会への支援

補助金の支出
時期

平成２５年
５月

平成２５年
６月

116
茅ヶ崎市地域婦
人団体連絡協議
会への支援

補助金の市支
出時期

平成２６年
６月

116
維
持

4
社会教育関係
団体への支援

茅ヶ崎市地域婦
人団体連絡協議
会研究発表会等
への出席

出席回数 ３回 ３回

茅ヶ崎市地域婦
人団体連絡協議
会研究発表会等
への出席

出席回数 ３回
維
持

4
社会教育関係
団体への支援

その他社会教育
関係団体への支
援

名義後援、施
設使用料の減
免申請の相
談・受付件数

１５件 ２１件
その他社会教育
関係団体への支
援

名義後援、施
設使用料の減
免申請の相
談・受付件数

１５件
維
持

5 総
ＰＴＡ研修会
の開催

ＰＴＡ活動への
理解と認識を深
めるためのＰＴ
Ａ会員の研修

ＰＴＡ

定
例
定
型

研修会回数 年２回 年２回 年２回 90
研修会開
催年２回

PTA役員や広報委員への
研修会を開催し、PTA活
動の支援とすることが
できた。

Ａ 80 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

5
ＰＴＡ研修会
の開催

ＰＴＡ研修会開
催及びその庶務

研修会回数 年２回
年２回
（延219
人）

90
PTA研修会開催及
びその庶務

研修会回数 年２回 80
維
持

6 総

社会教育施設
としての公民
館のあり方の
研究

社会教育主事会
を開催し、公民
館のあり方の研
究と人材育成を
推進する

職員、
嘱託員

定
例
定
型

研究レポートの
作成

1回 1回 1回
レポート
作成
１回

主事会を年１０回開催
した。公民館での話題
性のある出来事を事例
として検討し、次年度
のテーマの設定とレ
ポートを作成した。

Ａ
業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

6

社会教育施設
としての公民
館のあり方の
研究

社会教育主事会
の開催

開催回数 年１０回 年１０回
社会教育主事会
の開催

開催回数 年１２回

業
務
計
画

予
算
な
し

6

社会教育施設
としての公民
館のあり方の
研究

研究レポートの
作成

作成回数 年１回 年１回
研究レポートの
作成

作成回数 年１回

業
務
計
画

予
算
な
し

平成２６年度計画

業
務
計
画

予
算
の
方
向
性

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

③
成
果

活動ごとの
予算額

事業の
方向性

予算内訳（千円）

社会教育課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

平成２５年度評価

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

①
目
的
達
成

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

社会教育課

自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化
財保護を推進する

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

目標値
(第2次実施計画)

実績

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量

必要性

広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

経営改善方針の重点事項に係る取組

②
ニ
ー

ズ
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平成２６年度計画

業
務
計
画

予
算
の
方
向
性

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

③
成
果

活動ごとの
予算額

事業の
方向性

予算内訳（千円）

社会教育課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

平成２５年度評価

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

①
目
的
達
成

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

社会教育課

自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化
財保護を推進する

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

目標値
(第2次実施計画)

実績

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量

必要性

広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

経営改善方針の重点事項に係る取組

②
ニ
ー

ズ

6

社会教育施設
としての公民
館のあり方の
研究

館長会議への出
席

出席回数 年１２回 年１２回
館長会議への出
席

出席回数 年１２回

業
務
計
画

予
算
な
し

7 総

社会教育関係
職員及び審議
会委員等の研
修事業

社会教育関係職
員及び審議会委
員等を対象に研
修を実施し、本
市の社会教育の
振興を図る

職員及
び審議
会委員

定
例
定
型

研修会回数 年５回 年５回 年５回 1,664
研修会回
数年５回

審議会委員や職員に対
する研修を行い、本市
の社会教育の振興を図
ることができた。

Ａ 1,757

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

7

社会教育関係
職員及び審議
会委員等の研
修事業

社会教育関係職
員及び審議会委
員等の研修会の
実施

研修会回数 年５回
年５回
（106人）

115

社会教育関係職
員及び審議会委
員等の研修会の
実施

研修会回数 年５回 200

業
務
計
画

維
持

7

社会教育関係
職員及び審議
会委員等の研
修事業

県・湘南三浦教
育事務所等主催
の協議会・研修
会への参加

協議会・研修
会参加回数

年延べ　１
５回

年延べ　２
０回

県・湘南三浦教
育事務所棟主催
の協議会・研修
会への参加

協議会・研修
会参加回数

年延べ１５
回

業
務
計
画

維
持

7

社会教育関係
職員及び審議
会委員等の研
修事業

社会教育振興事
務

社会教育担当
の社会教育嘱
託員の勤務日
数

182日 182日 1,549
社会教育振興事
務

社会教育担当
の社会教育嘱
託員の勤務日
数

１８２日 1,557

業
務
計
画

維
持

8 総
文化財保護管
理事業

文化財の次世代
への継承のため

市民

定
例
定
型

指定文化財等の
維持管理と埋蔵
文化財指導・協
議事務

３月末 ３月末 ３月末 5,624 3月末

次世代へ継承すべき文
化財の日常的な管理や
パトロールを行い、適
切に文化財の保護管理
を行っている。

Ａ 5,968

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 拡大
増
や
す

8
文化財保護管
理事業

指定文化財用地
の借り上げ及び
除草等の維持管
理
（委託）

除草等の維持
管理回数

年４２回 年４２回 188

指定文化財用地
の借り上げ及び
除草等の維持管
理
（委託）

除草等の維持
管理回数

年４２回 191

業
務
計
画

維
持

8
文化財保護管
理事業

指定文化財の維
持管理謝礼等

民間管理の指
定文化財件数

１９件 １９件 313
指定文化財の維
持管理謝礼等

民間管理の指
定文化財件数

１９件 321

業
務
計
画

維
持

8
文化財保護管
理事業

文化財保存修理
事業（文化財の
状況把握と情報
共有）

文化財パト
ロール実施回
数

１２回 １２回 352

文化財保存修理
事業（文化財の
状況把握と情報
共有）

文化財パト
ロール実施回
数

１２回 523

業
務
計
画

⑥市役所の変
革

25年度

指定文化財
保護に関す
る課題の洗
い出し時期

25
指定文化財所
有者との意思
疎通を図る

維
持

8
文化財保護管
理事業

指定文化財
所有者との連絡
調整

ヒアリング回
数

18団体等 18団体等
指定文化財
所有者との連絡
調整

ヒアリング回
数

18団体等

業
務
計
画

⑥市役所の変
革

25年度

指定文化財
保護に関す
る課題の洗
い出し時期

25
指定文化財所
有者との意思
疎通を図る

予
算
な
し

8
文化財保護管
理事業

文化財保護管理
事務

埋蔵文化財届
出等経由事務
件数

３００件 ３８０件 1,830
文化財保護管理
事務

埋蔵文化財届
出等経由事務
件数

３００件 1,839

業
務
計
画

維
持

8
文化財保護管
理事業

文化財保護担当
庶務

文化財保護担
当の社会教育
嘱託員の勤務
日数

３６４日
（２名）

３４６日
（２名）

2,941
文化財保護担当
庶務

文化財保護担
当の社会教育
嘱託員の勤務
日数

３６４日
（２名）

3,094

業
務
計
画

維
持

8
文化財保護管
理事業

居村木簡の文化
財の指定

指定の告示
平成２７年
３月

業
務
計
画

増
や
す

8
文化財保護管
理事業

藤間家住宅の国
文化財登録

国文化財登録
原簿への登録

平成２７年
３月

業
務
計
画

増
や
す

9 総
堤貝塚保存用
地整備事業

堤貝塚保存用地
の管理委託

地権者

定
例
定
型

県指定に向けた
適切な維持管理

適切な維持管
理

適切な維持管
理

適切な維持管
理

124

県指定に向
けた適切な
維持管理の
実施

適切な維持管理を行
い、遺跡の保護に努め
ている。

Ａ 124 なし 不可 未 高 高 高 拡大
増
や
す

9
堤貝塚保存用
地整備事業

堤貝塚の維持管
理日数

維持管理日数 ３６５日 ３６５日 124
堤貝塚の維持管
理日数

維持管理日数 ３６５日 124
維
持

9
堤貝塚保存用
地整備事業

史跡指定 指定の告示
平成２７年
３月

増
や
す

10 総
文化財収蔵施
設の整備事業

適正な保管施設
の整備

市民
（国
民）

定
例
定
型

事業進捗状況
保管計画の作
成

スペースの確
保・移動

スペースの確
保

適正な保管
施設の整備
に向けた収
蔵資料の把
握

保管施設の見通しは
立っていないが、保管
が必要な資料の把握を
行った。

Ｃ なし 不可 未 高 高 高 拡大
増
や
す

10
文化財収蔵施
設の整備事業

収蔵資料の現状
把握と収蔵計画
の作成

収蔵計画の作
成時期

平成２６年
３月

平成２６年
３月

収蔵計画の作成
収蔵計画の作
成時期

平成２７年
３月

増
や
す
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平成２６年度計画

業
務
計
画

予
算
の
方
向
性

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

③
成
果

活動ごとの
予算額

事業の
方向性

予算内訳（千円）

社会教育課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

平成２５年度評価

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

①
目
的
達
成

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

社会教育課

自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化
財保護を推進する

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

目標値
(第2次実施計画)

実績

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量

必要性

広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

経営改善方針の重点事項に係る取組

②
ニ
ー

ズ

11 総
文化財保護審
議会の開催

文化財保護に関
する指導・助言
のため

文化財
保護審
議委
員・市
民

定
例
定
型

文化財保護審議
会の開催

4回 4回 4回 167 4回

適切に事務を執行し、
文化財保護に関する指
導・助言をいただいて
いる。

Ａ 208 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

11
文化財保護審
議会の開催

文化財保護審議
会の開催事務等

審議会の開催
回数

４回 ４回 167
文化財保護審議
会の開催事務等

審議会の開催
回数

４回 208
維
持

12 総

(仮称）茅ヶ
崎市歴史文化
基本構想策定
準備事業

文化財を総合的
に把握し、周辺
環境と一体化
し、地域社会全
体で文化財を適
切に保存・活用
するため

市民
新
規
計画策定の準備
作業

先進事例の研
究
文化財総合調
査

文化財総合調
査
基本構想素案
作成

（仮称）茅ヶ
崎市歴
史文化基本構
想策定

先進事例の
研究

文化財の総
合調査

先進事例の研究を進
め、庁内のヒアリング
は行わなかったが、市
民と協働して文化財の
総合調査に着手した。

Ｂ
業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 拡大
増
や
す

12

(仮称）茅ヶ
崎市歴史文化
基本構想策定
準備事業

他市町村事例研
究・文化財の悉
皆調査・国県と
の連絡協議など

事例研究数 ３事例 ５事例

他市町村事例研
究・文化財の悉
皆調査・国県と
の連絡協議など

骨子案の作成 27年3月

業
務
計
画

増
や
す

12

(仮称）茅ヶ
崎市歴史文化
基本構想策定
準備事業

庁内調整
ヒアリング回
数

5回 ０回 庁内調整 調整会議 3回

業
務
計
画

予
算
な
し

13 総
文化財保護思
想の普及啓発

文化財保護思想
の次世代への継
承のため

市民

定
例
定
型

郷土芸能大会の
開催

1回 1回 1回 253 1回

市民と協働して郷土芸
能大会を開催した。中
学生の参画など、次世
代への啓発に努めた。

Ａ 282 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

13
文化財保護思
想の普及啓発

郷土芸能大会の
開催

大会の開催時
期

平成２５年
１１月

平成２５年
１１月
（延450
人）

253
郷土芸能大会の
開催

大会の開催時
期

平成２６年
１１月

282
維
持

13
文化財保護思
想の普及啓発

小中学校授業へ
の協力

児童生徒の入
館者数

１５００人 １４１８人
小中学校授業へ
の協力

児童生徒の入
館者数

１５００人
維
持

13
文化財保護思
想の普及啓発

文教大学生の学
芸員資格取得及
びインターシッ
プの受け入れ

受入人数 １０人 １０人

文教大学生の学
芸員資格取得及
びインターシッ
プの受け入れ

受入人数 １０人

予
算
な
し

13
文化財保護思
想の普及啓発

文化財出版物の
作成事務等

出版物の頒布
数

２００冊 ７５６冊
文化財出版物の
作成事務等

出版物の頒布
数

２００冊

予
算
な
し

14 総
文化財整備事
業

文化財の周知の
ため

市民

定
例
定
型

文化財講演会の
開催

1回 1回 1回 25 1回

市指定文化財・民俗資
料館（旧和田家）につ
いての講演会を開催
し、文化財保護活用活
動に資する市民の学び
に寄与した。

Ａ 25 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

14
文化財整備事
業

文化財講演会の
開催

講演会の開催
時期

平成２５年
１１月

平成２６年
３月

25
文化財講演会の
開催

講演会の開催
時期

平成２７年
３月

25
維
持

15 総
文化財の調査
研究

新たな文化財の
発掘と次世代へ
の継承のため

市民
（国
民）

定
例
定
型

藤間家資料の調
査

藤間家資料の
調査

藤間家資料の
調査・整理

藤間家資料の
調査・整理

藤間家資
料の調査

資料の調査を行い、次
年度に登録有形文化財
の申請に至る成果が出
ている。

Ｂ なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

15
文化財の調査
研究

藤間家資料の調
査作業

調査日数 １２日 １０日
藤間家資料の調
査の実施

調査期間
平成２７年
３月月

予
算
な
し

16 総
埋蔵文化財保
護事業

埋蔵文化財調査
の拠点管理のた
め

市民
（国
民）

定
例
定
型

資料整理と収蔵
庫管理

3月末 3月末 3月末 3,734 3月末
日常的に確実な整理と
管理を行い、成果を積
み重ねた。

Ａ 4,128 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

16
埋蔵文化財保
護事業

出土資料の整
理、記録作成

発掘調査資料
整理時期

平成２６年
３月

平成２６年
３月

2,566
出土資料の整
理、記録作成

発掘調査資料
整理時期

平成２７年
３月

2,702
維
持

16
埋蔵文化財保
護事業

個人住宅建設等
に係る埋蔵文化
財の緊急調査

緊急調査件数 ３件 ７件 738
個人住宅建設等
に係る埋蔵文化
財の緊急調査

緊急調査件数 ３件 983
維
持

16
埋蔵文化財保
護事業

文化財調査事務
所警備委託

警備日数 ３６５日 ３６５日 213
文化財調査事務
所警備委託

警備日数 ３６５日 219
維
持

16
埋蔵文化財保
護事業

文化財調査事務
所防火設備保守
点検

点検回数 ２回 ２回 9
文化財調査事務
所防火設備保守
点検

点検回数 ２回 10
維
持
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25年度 26年度 27年度 63,212 63,212 73,102 73,102

平成２６年度計画

業
務
計
画

予
算
の
方
向
性

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

③
成
果

活動ごとの
予算額

事業の
方向性

予算内訳（千円）

社会教育課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

平成２５年度評価

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

①
目
的
達
成

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

社会教育課

自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化
財保護を推進する

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

目標値
(第2次実施計画)

実績

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量

必要性

広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

経営改善方針の重点事項に係る取組

②
ニ
ー

ズ

16
埋蔵文化財保
護事業

梅田文化財収蔵
庫警備委託

警備日数 ３６５日 ３６５日 201
梅田文化財収蔵
庫警備委託

警備日数 ３６５日 206
維
持

16
埋蔵文化財保
護事業

梅田文化財収蔵
庫防火設備保守
点検

点検回数 ２回 ２回 7
梅田文化財収蔵
庫防火設備保守
点検

点検回数 ２回 8
維
持

701
埋蔵文化財保
護事業

埋蔵文化財整
理・報告書作成
業務委託

委託期間 11ヶ月 なし 0

17 総
開発に伴う埋
蔵文化財の保
護指導

埋蔵文化財の確
認調査の実施の
ため

市民
（国
民）

定
例
定
型

資料整理と収蔵
庫管理

3月末 3月末 3月末 5,062 3月末
日常的に確実な整理と
管理を行い、成果を積
み重ねた。

Ａ 6,581 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

17
開発に伴う埋
蔵文化財の保
護指導

開発に伴う埋蔵
文化財の確認調
査事務等

確認調査の実
施箇所数

４１ヵ所 ５４カ所 3,973
開発に伴う埋蔵
文化財の確認調
査事務等

確認調査の実
施箇所数

４１ヵ所 4,674
維
持

17
開発に伴う埋
蔵文化財の保
護指導

埋蔵文化財確認
調査資料整理及
び報告書作成

市内遺跡試
掘・確認調査
（平成２４年
度版）の刊行
時期

平成２６年
３月

平成２６年
３月

1,089
埋蔵文化財確認
調査資料整理及
び報告書作成

市内遺跡試
掘・確認調査
（平成２５年
度版）の刊行
時期

平成２７年
３月

1,111
維
持

17
開発に伴う埋
蔵文化財の保
護指導

居村遺跡出土木
簡保存処理

保存処理時期
平成２７年
３月

796
維
持

18 総
文化資料館管
理運営事業

博物資料の調
査・研究・保
存・公開の拠点
の整備のため

市民、
来訪
者、児
童・生
徒、教
職員、
学生等

定
例
定
型

事業の進捗状況
資料館事業の
実施

資料館事業の
実施

資料館事業の
実施

7,417
資料館事業
の適切な実
施

市民と協働した博物館
活動を進め、貴重な
茅ヶ崎の資料の調査研
究・保存・活用を進め
た。

Ａ 7,433 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

18
文化資料館管
理運営事業

文化資料館の管
理運営業務

開館日数 ３０４日 ３０４日 3,448
文化資料館の管
理運営業務

開館日数 ３０５日 3,284
維
持

18
文化資料館管
理運営事業

夜間及び休日の
警備

警備日数 ３６５日 ３６５日 237
夜間及び休日の
警備

警備日数 ３６５日 244
維
持

18
文化資料館管
理運営事業

消防設備の保守
点検

点検回数 年２回 年２回 23
消防設備の保守
点検

点検回数 年２回 24
維
持

18
文化資料館管
理運営事業

植木剪定、清
掃、ワックス及
びガラス拭き

清掃等の実施
回数

年６２回 年６２回 407
植木剪定、清
掃、ワックス及
びガラス拭き

清掃等の実施
回数

年６２回 447
維
持

18
文化資料館管
理運営事業

アスベスト対策
アスベスト室
内環境成分分
析調査の時期

平成２５年
１２月

平成２５年
１２月

45 アスベスト対策
アスベスト室
内環境成分分
析調査の時期

平成２６年
１２月

67
維
持

18
文化資料館管
理運営事業

文化資料館学芸
事務

文化資料館の
社会教育嘱託
員の勤務日数

３６４日
（２名）

３４４日
（２名）

2,927
文化資料館学芸
事務

文化資料館の
社会教育嘱託
員の勤務日数

３６４日
（２名）

3,094
維
持

18
文化資料館管
理運営事業

文化資料館調査
研究報告の作成
事務等

研究報告の作
成時期

平成２６年
３月

平成２６年
３月

330
文化資料館調査
研究報告の作成
事務等

研究報告の作
成時期

平成２７年
３月

273
維
持

19 総
市指定重要文
化財旧三橋家
管理運営事業

古民家の保存・
活用と次世代へ
の継承のため

市民、
来訪
者、児
童・生
徒、教
職員、
学生等

定
例
定
型

事業の進捗状況
資料館事業の
実施

資料館事業の
実施

資料館事業の
実施

2,231
資料館事業
の適切な実
施

小学校の見学に対応す
るなど、古民家の保
存・活用と次世代への
継承に努めた。

Ａ 2,227 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

19
市指定重要文
化財旧三橋家
管理運営事業

民俗資料館（旧
三橋家）の施設
維持管理

維持管理日数 ３６５日 ３６５日 119
民俗資料館（旧
三橋家）の施設
維持管理

維持管理日数 ３６５日 74
維
持

19
市指定重要文
化財旧三橋家
管理運営事業

民俗資料館（旧
三橋家）用地の
借地契約に係る
事務

借地料の支払
い

年１回 年１回 690

民俗資料館（旧
三橋家）用地の
借地契約に係る
事務

借地料の支払
い

年１回 690
維
持
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25年度 26年度 27年度 63,212 63,212 73,102 73,102

平成２６年度計画

業
務
計
画

予
算
の
方
向
性

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

③
成
果

活動ごとの
予算額

事業の
方向性

予算内訳（千円）

社会教育課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

平成２５年度評価

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

①
目
的
達
成

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

社会教育課

自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化
財保護を推進する

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

目標値
(第2次実施計画)

実績

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量

必要性

広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

経営改善方針の重点事項に係る取組

②
ニ
ー

ズ

19
市指定重要文
化財旧三橋家
管理運営事業

民俗資料館（旧
三橋家）の警備

警備日数 ３６５日 ３６５日 227
民俗資料館（旧
三橋家）の警備

警備日数 ３６５日 234
維
持

19
市指定重要文
化財旧三橋家
管理運営事業

民俗資料館（旧
三橋家）の消防
設備保守点検

点検回数 年２回 年２回 27
民俗資料館（旧
三橋家）の消防
設備保守点検

点検回数 年２回 28
維
持

19
市指定重要文
化財旧三橋家
管理運営事業

民俗資料館（旧
三橋家）の管理
業務委託

管理日数 ３０４日 ３０３日 1,168
民俗資料館（旧
三橋家）の管理
業務委託

管理日数 ３０５日 1,201
維
持

20 総
市指定重要文
化財旧和田家
保存整備事業

古民家の保存・
活用と次世代へ
の継承のため

市民、
来訪
者、児
童・生
徒、教
職員、
学生等

政
策

事業の進捗状況
資料館事業の
実施

資料館事業の
実施

資料館事業の
実施

6,111
資料館事業
の適切な実
施

小学校の見学に対応す
るなど、古民家の保
存・活用と次世代への
継承に努めた。

Ａ 6,192 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

20
市指定重要文
化財旧和田家
保存整備事業

民俗資料館（旧
和田家）の施設
維持管理

維持管理日数 ３６５日 ３６５日 242
民俗資料館（旧
和田家）の施設
維持管理

維持管理日数 ３６５日 262
維
持

20
市指定重要文
化財旧和田家
保存整備事業

民俗資料館（旧
和田家）用地の
借地契約に係る
事務

借地料の支払
い

年１回 年１回 4,415

民俗資料館（旧
和田家）用地の
借地契約に係る
事務

借地料の支払
い

年１回 4,430
維
持

20
市指定重要文
化財旧和田家
保存整備事業

民俗資料館（旧
和田家）の警備

警備日数 ３６５日 ３６５日 241
民俗資料館（旧
和田家）の警備

警備日数 ３６５日 248
維
持

20
市指定重要文
化財旧和田家
保存整備事業

民俗資料館（旧
和田家）の消防
設備保守点検

点検回数 年２回 年２回 29
民俗資料館（旧
和田家）の消防
設備保守点検

点検回数 年２回 30
維
持

20
市指定重要文
化財旧和田家
保存整備事業

民俗資料館（旧
和田家）の管理
業務委託

管理日数 ３０４日 ３０３日 1,168
民俗資料館（旧
和田家）の管理
業務委託

管理日数 ３０５日 1,201
維
持

20
市指定重要文
化財旧和田家
保存整備事業

民俗資料館（旧
和田家）の浄化
槽保守点検

点検回数 年３回 年３回 16
民俗資料館（旧
和田家）の浄化
槽保守点検

点検回数 年３回 21
維
持

21 総
文化的郷土資
料調査事業

文化的郷土資料
の調査・収集・
整理・保存のた
め

市民、
来訪
者、児
童・生
徒、教
職員、
学生等

定
例
定
型

文化的郷土資料
の調査の実施

石造物調査、
民俗調査、遺
跡調査

石造物調査、
民俗調査、遺
跡調査

石造物調査、
民俗調査、遺
跡調査

石造物調
査、民俗調
査、遺跡調
査の適切な
実施

市民と協働して、茅ヶ
崎の貴重な文化的郷土
資料の調査・収集・整
理・保存に努めた。

Ａ なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

21
文化的郷土資
料調査事業

石仏・民具等の
調査の実施

調査の実施回
数

年４０回 年５８回
石仏・民具等の
調査の実施

調査の実施回
数

年４０回

予
算
な
し

22 総
自然誌郷土資
料調査事業

自然誌的郷土資
料の調査・収
集・整理・保存
のため

市民、
来訪
者、児
童・生
徒、教
職員、
学生等

定
例
定
型

自然誌的郷土資
料の調査の実施

動植物の分布
状態

動植物の分布
状態

動植物の分布
状態

動植物の
分布状態
調査の適
切な実施

市民と協働して、茅ヶ
崎の貴重な自然誌郷土
資料の調査・収集・整
理・保存に努めた。

Ａ なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

22
自然誌郷土資
料調査事業

動植物等の調査
の実施及び展示

調査の実施回
数

年４０回 年４９回
動植物等の調査
の実施及び展示

調査の実施回
数

年４０回

予
算
な
し

23 総
文化資料館展
示事業

収蔵資料のわか
りやすい展示公
開を進める

市民、
来訪
者、児
童・生
徒、教
職員、
学生等

定
例
定
型

特別展・企画展
開催数

特別展1回・
企画展2回

特別展1回・
企画展2回

特別展1回・
企画展2回

特別展用パネル
の作成

作成時期 50
特別展1
回・企画
展2回

「こども」をテーマに
した特別展など、市民
のニーズに応える特別
展・企画展を開催し、
市内外から好評を得
た。

Ａ 52 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

23
文化資料館展
示事業

特別展用パネル
の作成

作成時期
平成２６年
３月

平成２６年
３月

50
特別展用パネル
の作成

作成時期
平成２７年
３月

52
維
持

24 総
旧相模川橋脚
天然記念物指
定記念事業

鎌倉期の旧橋
脚・大正期の地
震資料の調査・
保存と次世代へ
の継承のため

市民
（国
民）

定
例
定
型

保存環境の確立
適正な維持管
理と公開普及

適正な維持管
理と公開普及

適正な維持管
理と公開普及

1,235
適正な維持
管理と公開
普及

国天然記念物指定を記
念したシンポジウムを
開催するなど、適切な
保存に加え、広く市内
外への公開活用に努め
た。

Ａ 1,623 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

24
旧相模川橋脚
天然記念物指
定記念事業

適正な維持管理
と公開普及

期間 365日 365日 13
適正な維持管理
と公開普及

期間 365日 10
維
持
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25年度 26年度 27年度 63,212 63,212 73,102 73,102

平成２６年度計画

業
務
計
画

予
算
の
方
向
性

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

③
成
果

活動ごとの
予算額

事業の
方向性

予算内訳（千円）

社会教育課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

平成２５年度評価

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

①
目
的
達
成

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

社会教育課

自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化
財保護を推進する

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

目標値
(第2次実施計画)

実績

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量

必要性

広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

経営改善方針の重点事項に係る取組

②
ニ
ー

ズ

24
旧相模川橋脚
天然記念物指
定記念事業

国指定史跡旧相
模川橋脚の除草
清掃等委託

期間 365日 365日 682
国指定史跡旧相
模川橋脚の除草
清掃等委託

期間 365日 713
維
持

24
旧相模川橋脚
天然記念物指
定記念事業

旧相模川橋脚天
然記念物指定記
念講演会等の実
施

実施の時期
平成２５年
９～１１月

平成２５年
９月
（92人）

540

24
旧相模川橋脚
天然記念物指
定記念事業

文化財指定標柱
の設置

設置時期
平成２７年
３月

900
維
持

25 総

下寺尾遺跡群
（七堂伽藍
跡・高座郡
衙）保存整備
事業

役所と寺院が一
体となる官衙遺
跡として国史跡
に指定し、後世
に継承するとと
もに重要な地域
資源として学校
教育や生涯学習
等に広く公開活
用する

市民
（国
民）

政
策
事業進捗状況

史跡指定手
続、検討委員
会

公有地化促
進、基本設
計、公開普及

公有地化促
進、実施設
計、公開普及

5,259

史跡指定手
続、検討委
員会の推
進、実施

26年度の国指定をめざ
し、検討委員会を開催
し価値を検証するとと
もに、史跡指定手続の
準備を着実に進めた。

Ｂ 10,421

業
務
計
画

なし 済

遺跡が広がっ
ている寒川町
と講座を共同
開催した。

未 高 高 高 拡大
増
や
す

25

下寺尾遺跡群
（七堂伽藍
跡・高座郡
衙）保存整備
事業

下寺尾七堂伽藍
跡の調査資料の
整理・分析

整理・分析作
業の期間

平成２６年
３月

平成２６年
３月

4,655
下寺尾七堂伽藍
跡の調査資料の
整理・分析

整理・分析作
業の期間

平成２７年
３月

7,043

業
務
計
画

維
持

25

下寺尾遺跡群
（七堂伽藍
跡・高座郡
衙）保存整備
事業

国・県との史跡
指定の調整・手
続

期間
平成２６年
３月

平成２６年
３月

国・県との史跡
指定の調整・手
続

期間
平成２７年
３月

業
務
計
画

維
持

701

下寺尾遺跡群
（七堂伽藍
跡・高座郡
衙）保存整備
事業

市の基本的な考
え方の作成

期間
平成25年10
月

平成26年3
月

国への意見具申
への添付

期間
平成２６年
７月

業
務
計
画

維
持

25

下寺尾遺跡群
（七堂伽藍
跡・高座郡
衙）保存整備
事業

公開普及のため
の講座の開催

歴史講座の開
催回数

１回
１回
（20人）

公開普及のため
のパンフレット
の作成

期間
平成２７年
３月

360

業
務
計
画

維
持

25

下寺尾遺跡群
（七堂伽藍
跡・高座郡
衙）保存整備
事業

指定に係る事務
地権者の確定
及び説明会の
開催

平成２５年
５月

平成２６年
３月（地権
者の確定）

 指定に係る事務
地権者への説
明会の開催

平成２６年
５月

業
務
計
画

維
持

25

下寺尾遺跡群
（七堂伽藍
跡・高座郡
衙）保存整備
事業

高座郡衙の調査
及び資料の整理

確認調査の期
間
（年間）

１０日間 ２日間 604
高座郡衙の調査
及び資料の整理

確認調査の期
間
（年間）

５日間 778

業
務
計
画

維
持

25

下寺尾遺跡群
（七堂伽藍
跡・高座郡
衙）保存整備
事業

保存管理計画に
係る基礎調査

期間
平成２７年
３月

2,240

業
務
計
画

増
や
す

26 総
ちがさき丸ご
とふるさと発
見博物館事業

市民と行政が協
働して市内の都
市資源を調査、
保護、活用し、
様々な活動をと
おし地域づくり
に貢献する

市民及
び市外
からの
訪問客

定
例
定
型

案内板等サイン
の設置

３基 ３基 ３基 975 ３基

市民と協働して、30以
上の事業を行い、茅ヶ
崎の都市資源を調査研
究し、その魅力を発信
する取組を推進した。

Ａ 1,010

業
務
計
画

あり 不可 未 高 高 高 拡大
増
や
す

26
ちがさき丸ご
とふるさと発
見博物館事業

説明板の設置
説明板の設置
箇所数

３ヵ所 ３ヵ所 292 説明板の設置
説明板の設置
箇所数

３ヵ所 308

業
務
計
画

維
持

26
ちがさき丸ご
とふるさと発
見博物館事業

事業推進のため
の講座等の実施

講座等の回数 ２回
２回
（63人）

84
事業推進のため
の講座等の実施

講座等の回数 ２回 100

業
務
計
画

維
持

26
ちがさき丸ご
とふるさと発
見博物館事業

イベント手帳等
の作成

作成期間
平成２５年
１０月まで

平成２５年
１０月まで

599
「企画展」の開
催時期

開催時期
平成２７年
１月まで

602

業
務
計
画

あり
①事業実施主
体の最適化

３回以上

「ちがさき
丸ごと博物
館企画展」
の実施回数
（平成２５
年度から２
７年度まで
の累計）

25

市民による持
続可能な事業
運勢体制の仕
組みを確立す
る。

増
や
す

26
ちがさき丸ご
とふるさと発
見博物館事業

市民との協働に
よる会議

開催回数 ５回 ５４回
市民との協働に
よる会議

開催回数 ５回

業
務
計
画

維
持

27 総

「ちがさき丸
ごとふるさと
発見博物館」
に集う庁内横
断的取組の推
進

庁内各課事業の
開催時期や情報
発信の連動や、
課かいを超えた
事業協力・統合
を含めた検討。

市民
政
策
横断的取組推進
状況

関連事業の位
置づけと連
携・協力の推
進

関連事業の位
置づけと連
携・協力の推
進

関連事業の位
置づけと連
携・協力の推
進

関連事業の
位置づけと
連携・協力
の推進

「企画展」事業を軸と
して庁内各課事業を連
動して開催するなど、
横断的取組の枠組みを
形成した。

Ａ あり 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し
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25年度 26年度 27年度 63,212 63,212 73,102 73,102

平成２６年度計画

業
務
計
画

予
算
の
方
向
性

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

③
成
果

活動ごとの
予算額

事業の
方向性

予算内訳（千円）

社会教育課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

平成２５年度評価

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

①
目
的
達
成

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

社会教育課

自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化
財保護を推進する

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

目標値
(第2次実施計画)

実績

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量

必要性

広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

経営改善方針の重点事項に係る取組

②
ニ
ー

ズ

27

「ちがさき丸
ごとふるさと
発見博物館」
に集う庁内横
断的取組の推
進

企画検討会等の
開催

開催回数 ４回 １２回
企画検討会等の
開催

開催回数 ４回 あり
⑥市役所の変
革

25年度

「ちがさき
丸ごと博物
館事業」と
位置づけら
れる各課事
業の洗い出
し協議実施
時期

25

庁内横断的事
業を具体化す
ることで、
「ちがさき丸
ごと博物館事
業」が全庁的
取組である意
識を庁内で共
有する。

予
算
な
し

28 総
遺跡調査資料
整理・保存事
業

埋蔵文化財の調
査研究のため

市民
（国
民）

定
例
定
型

収蔵整理と遺跡
調査発表会の開

催
３月末 ３月末 ３月末 3,407 ３月末

市内遺跡出土品の資料
整理を適切に行い、調
査発表会を通じて市民
にその成果を広く公開
活用した。

Ａ 4,437

業
務
計
画

なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

28
遺跡調査資料
整理・保存事
業

市内遺跡出土品
の資料整理及び
記録の作業

作業期間 ９ヵ月 ９ヵ月 2,573
市内遺跡出土品
の資料整理及び
記録の作業

作業期間 ９ヵ月 3,315

業
務
計
画

維
持

28
遺跡調査資料
整理・保存事
業

遺跡調査発表展
会の共催事務

２４年度調査
の発表会及び
資料展示会の
開催時期

平成２５年
１２月

平成２５年
１２月
（784人）

834
遺跡調査発表展
会の共催事務

２５年度調査
の発表会及び
資料展示会の
開催時期

平成２６年
１２月

942

業
務
計
画

維
持

28
遺跡調査資料
整理・保存事
業

居村木簡シンポ
ジウム、記念講
演会の開催

開催時期
平成２６年
７月

180

業
務
計
画

維
持

29 総
文化・スポー
ツ振興財団埋
蔵文化財補助

文化スポーツ振
興財団補助によ
り埋蔵文化財保
護事務の維持の
ため

文化振
興財団

定
例
定
型

補助金の支出 ４月 ４月 ４月 11,671 ４月
適切に事務を執行し、
埋蔵文化財保護事務を
着実に推進した。

Ａ 12,209 なし 不可 未 高 高 高 現状維持
維
持

29
文化・スポー
ツ振興財団埋
蔵文化財補助

埋蔵文化財文化
スポーツ振興財
団補助の支出事
務等

補助の支出時
期

平成２５年
４月

平成２５年
４月

11,671

埋蔵文化財文化
スポーツ振興財
団補助の支出事
務等

補助の支出時
期

平成２６年
４月

12,209
維
持

30 総
文化資料館移
転整備及び周
辺地整備事業

文化資料館の移
転整備

市民、
来訪
者、児
童・生
徒、教
職員、
学生等

政
策
文化資料館移転
整備事業の推進

地元及び庁内
調整、基本計
画素案作成

基本計画の策
定

用地の測量、
地質調査、基
本計画の策定

地元及び
庁内調整

地元及び庁内調整を進
め、文化資料館の移転
先を確定した。

Ａ 6,952

業
務
計
画

なし 不可 未 中 高 高 拡大
増
や
す

30
文化資料館移
転整備及び周
辺地整備事業

同等規模博物館
の先進事例の研
究

事例数 ２事例 ３事例
同等規模博物館
の先進事例の研
究

事例数 ２事例

業
務
計
画

予
算
な
し

30
文化資料館移
転整備及び周
辺地整備事業

周辺整備に係る
庁内調整

会議回数 年４回 年３８回 庁内調整 会議回数 年３回

業
務
計
画

予
算
な
し

30
文化資料館移
転整備及び周
辺地整備事業

文化資料館移転
整備に係る地
元・市民意見等
聴取

説明会回数 年４回 年２回

文化資料館移転
整備に係る地
元・市民意見等
聴取

説明会
ＷＳ回数

年４回

業
務
計
画

予
算
な
し

30
文化資料館移
転整備及び周
辺地整備事業

整備基本計画の
作成

中間報告書の
作成

平成２７年
３月

6,952

業
務
計
画

増
や
す

31 総
博物館法に基
づく登録事業

文化資料館の充
実を図るため、
国への博物館登
録申請を行うた
め

博物館の登録申
請

登録申請の準
備事務

博物館登録の
申請

博物館登録原
簿登録

登録申請
の準備事
務

県教委との連絡調整を
進め、登録申請の準備
を着実に進めた。

Ａ なし 不可 未 高 高 高 現状維持

予
算
な
し

31
博物館法に基
づく登録事業

県や文化庁との
事前調整及び申
請書類の準備

申請書類の準
備

３月末 ３月末
県や文化庁との
調整及び申請

博物館登録簿
への掲載

平成２７年
３月

予
算
な
し

32 総
鶴嶺八幡宮参
道文化財整備
事業

鶴嶺八幡宮参道
周辺の整備

市民
（国
民）

政
策
事業の進捗状況

歴史広場・説
明板の設置

歴史広場の維
持管理

歴史広場の維
持管理

7,116
歴史広場・
説明板の設
置

事前の確認調査、地域
の協力を経て、「鶴嶺
参道歴史ひろば」が完
成した。

Ａ なし 不可 未 高 高 高 拡大
増
や
す

703
鶴嶺八幡宮参
道文化財整備
事業

歴史広場の整備 完成時期
平成２６年
３月

平成２６年
３月

6,916

704
鶴嶺八幡宮参
道文化財整備
事業

歴史広場用地確
認調査

調査時期
平成25年7
月

平成25年7
月

200

32
鶴嶺八幡宮参
道文化財整備
事業

「鶴嶺参道歴史
ひろば」の維持
管理

維持管理体制
の整備

平成２７年
３月

不可
増
や
す
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25年度 26年度 27年度 63,212 63,212 73,102 73,102

平成２６年度計画

業
務
計
画

予
算
の
方
向
性

活動量・サービス量

実績値

活動

活動指標の
名称

③
成
果

活動ごとの
予算額

事業の
方向性

予算内訳（千円）

社会教育課

事後評価

事業の指
標の達成
状況

事務事業の目的に対
する成果の状況

25年度
の取組
に対す
る分析

平成２５年度評価

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

①
目
的
達
成

課かい名

目標値

事務事業の
目的・成果
(第2次実施計画)

社会教育課

自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化
財保護を推進する

基礎情報

事務事業

施策目標

事務事業名
(第2次実施計画)

指標・目標

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

当該事務事
業全体の
決算額
（合計）活動

名称

目標値
(第2次実施計画)

実績

④
継
続
性

改善
時期
(年度)

具体的な
改善内容

当該事務事
業全体の
予算額
（合計）

活動

活動指標の
名称

目標値
活動

活動量・サービス量

必要性

広域連携に関する取組

広域
連携
の
実施

広域連携の
具体的な内

容

今後の事業展開

経営改善
方針での
位置付け
等

経営改善によ
る

取り組みの
方向性

目標
(数値目標等)

目標の定
義

経営改善方針の重点事項に係る取組

②
ニ
ー

ズ

888 総
災害応急対策
活動

災害時の応急対
策及び情報収
集、情報伝達

市民・
職員

定
例
定
型

888
災害応急対策
活動

課の災害応急対
策活動マニュア
ルの検証及び見
直し等（毎年）

マニュアルの
検証及び見直
し

８月 ８月
応急対策活動マ
ニュアルの充実

マニュアルの
見直し

２６年４月

888
災害応急対策
活動

施設の被害状況
調査及び応急復
旧対策に関する
こと

施設の被害状
況調査の実施

２回 ５回
応急対策業務の
実施手順の検証

行動手順書の
見直し

２６年４月

888
災害応急対策
活動

社会教育関係施
設の被害状況調
査のとりまとめ
及び被害状況の
把握に関するこ
と

社会教育関係
施設の被害状
況調査の実施

２回 ５回
所属職員の応急
対策業務の実施
手順の習熟

所属内での訓
練・研修実施

２回

888
災害応急対策
活動

災害時相互応援
協定に基づくボ
ランティアの受
け入れ及び調査
に関すること

公民館との連
絡調整

２回 ２回
統括調整部統括
情報班の応急対
策活動の習熟

統括調整部統
括情報班での
訓練・研修等
の実施

９回

888
災害応急対策
活動

関係機関との連
携強化

公民館や指定
文化財所有者
との対応協議

２回

888 総 庁内共通事務

庁内共通事務の
とりまとめや庁
内外の照会回答
を行う

職員

定
例
定
型

9 9 35 35


